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土浦湖北高校図書館 

 

9月も半ばとなり、暑さの中にも秋の気配を感じます。 

昔から「暑さ寒さも彼岸まで」と言います。読書の秋がやってきます。 

 

図書館利用案内 

・ 開館時間   ８：３０～１６：４５    

・ 貸出冊数  一回  ５冊まで 

  貸出期間  ２週間 

     

図書委員の推し本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着本紹介   これ以外にも話題の本がたくさん入っています。ぜひ新着本コーナーを覗いてみてください。 

No 書    名 著       者 No 書    名 著       者 

1 
土と生命の４６億年史 土と進化の

謎に迫る ブルーバックス 
藤井 一至 21 わすれていいから 大森 裕子 

2 

みんなの高校地学 おもしろくて役

に立つ、地球と宇宙の全常識 ブル

ーバックス 

鎌田 浩毅/蜷川 

雅晴 
22 人魚が逃げた 青山 美智子 

3 みんなで学ぶ！地球科学の教科書 永田 玲奈 23 晴れたらいいね 光文社文庫 藤岡 陽子 

4 ＥＡＲＴＨ図鑑 地球科学の世界 
スミソニアン協

会/三河内 岳 
24 リラの花咲くけものみち 藤岡 陽子 

5 
フランスの高校生が学んでいる哲学

の教科書 

ペパン，シャル

ル/永田 千奈 
25 あの子とＯ 万城目 学 

6 

男女の進学格差はなぜ埋まらないの

か？ - 「ジェンダー・トラック」

について考える 岩波ブックレット 

中西祐子 26 Ｂａｔｔｌｅ Ｓｃａｒ 蔵本千夜 

7 
１８歳からの「契約」超入門 - マ

ンガと図解デジタル時代にだまされ

ないための 

遠藤 研一郎 27 ぼくらの７０～８０年代青春録 黒沢 哲哉 

8 どう生きるか １８歳からの倫理 川原 茂雄 28 透析を止めた日 堀川 惠子 

9 
大人になったあなたをまもる １８

歳からの法律知識 

第二東京弁護士

会五月会若手サ

ポート研究会 

29 

１０３歳、名言だらけ。 なーん

ちゃって 哲代おばあちゃんの長

う生きてきたからわかること 

石井 哲代/中国新

聞社 

10 
アメリカ生活で磨いたネイティブが

よく使う英会話フレーズ 
廣津留 すみれ 30 心が晴れる言葉 斎藤 茂太 

11 
アメリカ生活で磨いたネイティブが

よく使う英会話フレーズ 
廣津留 すみれ 31 時をかける貯金ゼロおじさん 桶井 道 

12 どうなってるの、アメリカ！  Saku Yanagawa 32 サトウさんの友達 益田ミリ 

13 

簡単なのに日本人には出てこない英

語フレーズ６００ 青春新書インテ

リジェンス 

クラフト，キャ

サリン・Ａ．/

里中 哲彦 

33 夢を叶える思考の地図 角谷 建耀知 

14 漢字使い分け大百科 深谷 圭助 34 １秒２４コマのぼくの人生 りん たろう 

15 

スゴイ！三角定規つき三角パズル - 

手を動かして伸ばす算数脳・図形セ

ンス編 

貝谷 郁子 35 
どんなにきみがすきだかあててご

らん 児童図書館・絵本の部屋 
小川 仁央 

16 

脳が活性化する大人のおもしろ計算

脳ドリル 算数パズル編 （改訂

版） 

川島 隆太 36 
ピカチュウとうみのたからさがし 

モンポケえほんシリーズ 

まつお りかこ/小

学館集英社プロダ

クション 

17 ポケットにカメラをいれて 幡野広志 37 ライオンのくにのネズミ さかとく み雪 

18 
うまくてダメな写真とヘタだけどい

い写真 

幡野 広志/ヨシ

タケ シンスケ 
38 

とびきり簡単、とびきりおいしい

志麻さんちのおやつ 
タサン志麻 

19 ガザ日記―ジェノサイドの記録 

アブー・サイ

フ，アーティフ

/中野 真紀子 
39 

とびきりおいしいおうちごはん - 

小学生からのたのしい料理 
野村 友里 

20 
ＮＨＫあさイチ教えて推しライフ 

推し活大全 

ＮＨＫ「あさイ

チ」制作班 
40 

気軽にできて、とびきりおいし

い！グラタン・ドリア 
堤 人美 

 

凪良 ゆう 『汝、星の如く』 （講談社） 

この本は、ともに心に孤独と欠落を抱えた高校生の男女二人が、惹

かれ合い、すれ違い、そして成長していく恋愛小説です。恋愛だけで

なく、ヤングケアラーの問題など、現代社会が抱える様々な問題が描

かれています。 

17 歳からの 15 年間を描いた壮大なストーリーです！ぜひ読んでみ

てください！ 

住野 よる 『君の膵臓をたべたい』 （双葉社） 

この作品は、余命わずかな病気を抱えた桜良と、偶然その秘密を知

った「僕」の物語です。明るく前向きに生きる桜良と、自分の世界に

閉じこもっていた「僕」が共に過ごす日々は、命の尊さや人とのつな

がりの大切さを教えてくれます。悲しいけど読み終えた時に前向きな

気持ちになれる、心に深く残る一冊です。 

上田竜也『この声が届くまで』（ＫＡＤOKAWA） 

この本は、学生時代の仲間同士で結成されたバンドグループ「zion」

がメンバー1 人の脱退をきっかけにチーム解散の危機に陥りますが、そ

れでももう一度仲間と夢を叶えたいという強い思いで彼らがもう一度

団結し、様々な困難を乗り越えていく物語です。私はこの作品の登場人

物が皆、それぞれの思いや事情を抱えながら自分自身の「声」を届けよ

うと奮闘する姿から、他人と心を通わせることの難しさと尊さを知るこ

とができました。誰でも気軽に楽しめる小説なので、ぜひ皆さんも読ん

でみてください。 

旧暦 8月 15日の夜（十五夜）に 

見える月を「中秋の名月」と呼びます。 

今年は 10月６日です。 


